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�

馬
込
小
五
年　

佐
川　

ミ
ウ
ラ

春
の
桜
羽
ば
た
く
た
め
の
大
き
な
一
歩

�

馬
込
小
六
年　

南
川　

結
梨

春
が
く
る
桜
を
ず
っ
と
見
て
い
た
い

�

馬
込
第
二
小
五
年　

木
部　

俊
介

セ
ー
タ
ー
の
上
に
口
あ
り
笑
い
あ
り

�

馬
込
第
三
小
五
年　

周
東　

克
海

お
花
見
は
春
の
桜
を
見
る
こ
と
だ

�

馬
込
第
三
小
六
年　

中
村　

勇
輝

青
春
は
ま
だ
ま
だ
続
く
桜
道

�
馬
込
第
三
小
六
年　

清
水　

心
之
祐

未
来
へ
の
桜
並
木
の
道
を
ゆ
く

�
梅
田
小
三
年　

棚
原　

楓

ゆ
た
ん
ぽ
と
父
の
ぬ
く
も
り
ぽ
っ
か
ぽ
か

�

梅
田
小
三
年　

津
本　

昊

ぼ
く
が
行
く
さ
く
ら
が
お
ど
る
新
世
界

�

梅
田
小
三
年　

河
野　

大

は
る
に
な
る
に
ぎ
や
か
な
こ
と
ふ
え
て
き
た

�

梅
田
小
四
年　

佐
藤　

誓
自

さ
く
ら
ま
い
に
ぎ
や
か
な
ま
ち
文
士
村

�

梅
田
小
五
年　

小
川　

佳
穂

一
ね
ん
せ
い
さ
く
ら
の
ト
ン
ネ
ル
通
り
ぬ
け

�

梅
田
小
五
年　

進
藤　

陽
斗

春
が
き
て
家
を
出
た
時
か
み
ゆ
れ
る

�

梅
田
小
五
年　

和
田　

仁
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
頬
を
赤
ら
め
い
っ
て
き
ま
す

令
和
五
年
度

馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り

　
第
十
八
回
俳
句
大
会
入
選
作
品

「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」※
学
校
名
、
学
年
は
３
月

特
選�

馬
込
東
中
二
年　

江
黒　

日
菜

何
気
な
い
今
日
が
一
番
素
敵
な
日

実
行
委
員
長
賞

�

梅
田
小
二
年　

那
須　

友
香

た
ん
ぽ
ぽ
や
ど
ん
な
時
で
も
空
見
上
げ

�

立
正
中
三
年　

チ
ャ
ア　

愛
梨

ぼ
ん
や
り
と
眺
め
る
朝
の
桜
か
な

�

立
正
高
校
一
年　

小
林　

芽
生

カ
ラ
フ
ル
な
私
の
未
来
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

馬
込
特
別
出
張
所
長
賞

�

馬
込
小
三
年　

甲
斐　

す
ず
奈

桜
ま
い
馬
込
は
な
や
ぐ
春
祭
り

�

馬
込
中
一
年　

宮
田　

凛
音

帰
り
花
春
恋
し
く
て
フ
ラ
イ
ン
グ

�

桜
台
高
校
一
年　

山
崎　

結
七

満
天
の
星
君
の
上
に
も
同
じ
空

入
選

�

馬
込
小
三
年　

⻆
野　

凜
乃

冬
の
朝
さ
さ
や
い
た
の
は
春
の
風

�

馬
込
小
五
年　

後
藤　

元
樹

ラ
ン
ド
セ
ル
の
肩
ひ
も
伸
ば
す
成
長
だ

�

馬
込
中
一
年　

酒
井　

亮

凍
て
返
り
袖
丈
が
お
ぼ
つ
か
な
い

�

馬
込
中
二
年　

髙
木　

勇
真

桜
道
君
と
最
後
の
通
学
路

�

馬
込
中
二
年　

岩
田　

憩

負
け
試
合
塩
み
の
効
い
た
桜
餅

�

馬
込
東
中
二
年　

石
田　

凛

し
も
や
け
を
包
む
ば
あ
ば
の
手
編
み
か
な

�

馬
込
東
中
二
年　

林　

健
駒

寒
い
ね
と
い
つ
も
の
会
話
で
温
ま
る

�

馬
込
東
中
二
年　

大
津　

美
由

う
ら
ら
か
な「
は
じ
め
ま
し
て
」と「
久
し
ぶ
り
！
」

�

貝
塚
中
一
年　

大
埜　

阿
子

手
袋
の
迷
子
の
知
ら
せ
聞
き
あ
き
た

�

貝
塚
中
一
年　

塩
野
入　

美
雨

こ
た
つ
か
ら
出
る
気
力
な
ど
あ
り
ま
せ
ん

�

貝
塚
中
一
年　

渡
邉　

音
色

ト
イ
レ
行
く
寒
い
ト
イ
レ
で
お
花
つ
む

�

立
正
中
一
年　

菱
沼　

佑
馬

あ
の
頃
を
ふ
と
思
い
出
す
桜
か
な

�

立
正
中
一
年　

檜
山　

陽
大

比
例
す
る
成
績
表
と
お
年
玉

�

立
正
中
一
年　

松
下�

尚
史

は
や
く
こ
い
ぼ
く
の
し
あ
わ
せ
は
る
や
す
み

�

立
正
中
三
年　
フ
ァ
ン　

ア
ン　

グ
ェ
ン

冬
の
朝
ふ
と
ん
の
外
は
猛
吹
雪

�

立
正
中
二
年　

片
野　

智
文

寒
鴉
飛
び
急
ぐ
さ
え
あ
わ
れ
な
り

�

立
正
中
二
年　

齊
藤　

大
遥

華
や
か
な
桜
が
い
っ
ぱ
い
文
士
村

�

桜
台
高
校
一
年　

宍
戸　

芽
衣

冬
の
朝
冷
え
た
制
服
う
で
通
す

�

桜
台
高
校
一
年　

岡
田　

良
太

旅
鞄
弾
む
心
で
買
ひ
に
け
り

�

立
正
高
校
一
年　

阿
部　

航
大

風
揺
れ
て
冬
の
み
ぎ
り
も
過
ぐ
る
日
々

�

立
正
高
校
一
年　

佐
藤　

旬

春
の
街
お
い
し
い
空
気
西
馬
込

�
立
正
高
校
一
年　

荒
井　

大
雅

桜
道
懐
か
し
の
道
我
が
地
元

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
、
馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り
が
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
満
開
の
桜
の
中
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時
折
舞
う
桜
の
花
び
ら
が
穏
や

か
な
春
の
訪
れ
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

桜
並
木
通
り
で
は
、
地
元
中
学
生
に
よ
る
馬
込
東
中
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
馬
込
中
の
馬
込

ソ
ー
ラ
ン
、
そ
し
て
流
し
踊
り
が
続
き
最
後
は「
連れ
ん

」が
競
う
阿
波
踊
り
が
沿
道
を
埋
め
尽
く

し
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
公
園
で
は
、
俳
句
大
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
年
々
投

句
数
が
増
え
て
好
評
の
小
中
高
校
生
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
屋
台
が
並
び
、
食
べ
物
飲
み
物
を
買
い
求
め
、
賑
や
か
な
４
年
前
の
風
景
が

再
び
戻
っ
て
き
た
春
の
一
日
で
し
た
。

�

立
正
高
校
一
年　

明
賀　

晴
信

桜
見
る
場
所
が
ま
す
ま
す
減
っ
て
ゆ
く

�

立
正
高
校
一
年　

飯
田　

湊

陽
炎
や
囁
い
て
ゆ
く
春
の
声

�

立
正
高
校
二
年　

小
瀧　

逸
人

立
正
の
桜
が
咲
け
ば
春
が
く
る

�

立
正
高
校
二
年　

小
野　

響
己

咲
く
を
待
つ
君
の
隣
で
少
し
息

�

立
正
高
校
二
年　

古
澤　

耕
介

南
風
吹
く
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
に
川
と
山

選
評

�

馬
込
東
中
二
年　

江
黒　

日
菜

何
気
な
い
今
日
が
一
番
素
敵
な
日

不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が

毎
日
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
過
す
一
日
、
そ

れ
が
し
ば
し
ば
家
族
や
友
達
に
潤
い
や
幸
福

を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ

て
ち
ょ
っ
ぴ
り
わ
た
し
の
う
れ
し
い
一
日
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
特
に
何
を
し
た

わ
け
で
も
な
い
普
通
の
一
日
。
そ
こ
に
素
敵

な
種
が
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
見
え

な
い
今
日
と
い
う
一
日
。
で
も
そ
の
一
日
の

種
に
気
が
つ
く
と
、
毎
日
毎
日
が
ず
っ
と
感

じ
触
れ
て
き
た
満
ち
足
り
た
一
日
一
日
の
く

り
返
し
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。
こ

の
何
気
な
い
一
日
が
私
た
ち
の
人
生
そ
の
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
。

選
者 

鈴
木
章
和　
俳
句
結
社「
翡か
わ
せ
み翠
」主
宰

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
専
任
講
師
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〒１４３-００２７ 大田区中馬込３－２５－５

☎（３７７４）３３０１（代）

ホームページアドレス（太田区役所大森地域）
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事務局 馬 込 特 別 出 張 所
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ホームページアドレス（大田区役所大森地域）
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馬込管内世帯人口数
（令和5年4月1日時点）

・世帯数　　31,128 

・人口（男）28,042

・人口（女）28,840

・人口（計）56,882

桜
並
木
に
春
が
来
た
！

桜
並
木
に
春
が
来
た
！

～
４
年
ぶ
り
に
馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り
開
催
～

～
４
年
ぶ
り
に
馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り
開
催
～



◎
大
田
区
野
菜
と
花
の
品
評
会

「
第
73
回
大
田
区
野
菜
と
花
の
品
評

会
」が
昨
年
11
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

区
内
営
農
者
よ
り
48
品
目
、
合
計

２
９
６
点
の
出
品
が
あ
り
、
最
優
秀
賞

に
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
馬
込
シ

ク
ラ
メ
ン
が
選
ば
れ
、
宮
ノ
下
町
会
の

波
田
野
章
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
野
菜
等
で
の
受
賞
者
は
左
記

の
通
り
で
す
。
城
下
万
里
奈
さ
ん
の
人

参
、
波
田
野
初
江
さ
ん
の
み
か
ん
、
城

下
義
章
さ
ん
の
柿
、
波
田
野
惇
さ
ん
の

キ
ャ
ベ
ツ
、
波
田
野
美
子
さ
ん
の
大
根
。

品
評
会
は
文
化
の
森
で
行
わ
れ
、
午

後
に
は
Ｊ
Ａ
主
催
に
よ
る
即
売
会
で
、

品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
野
菜
、
果
実
、

生
花
が
販
売
さ
れ
、
開
始
か
ら
約
１
時

間
で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
尚
、
表
彰

式
は
、
令
和
５
年
１
月
23
日
に
大
田
区

産
業
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
龍
子
記
念
館（
TEL�

3772
︱
0680
）

●
名
作
展「
1963
︱
2023�

龍
子
記
念
館　

会

館
60
年
の
歩
み
」

展
示
期
間
：
令
和
５
年
４
月
２
日（
日
）

～
令
和
５
年
７
月
２
日（
日
）

●
名
作
展「
画
家
と
生
活　

川
端
龍
子

の
晩
年
の
作
品
か
ら
」

展
示
期
間
：
令
和
５
年
７
月
15
日（
土
）

令
和
五
年
度

馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り

　
第
十
八
回
俳
句
大
会
入
選
作
品

「
一
般
の
部
」

特
選�

南
馬
込
四
丁
目　

亀
田　

大
陽

あ
り
が
と
う

さ
く
ら
散
ら
ず
に
い
て
く
れ
て

実
行
委
員
長
賞

�

西
馬
込
二
丁
目　

羽
太　

珠
理

引
越
し
の
初
日
に
出
会
う
大
桜

馬
込
特
別
出
張
所
長
賞

�

横
浜
市
旭
区　

野
口　

美
優

久
し
ぶ
り
桜
が
み
ん
な
を
ま
っ
て
い
た

入
選�

山
王
四
丁
目��

村
田　

ひ
と
み

玻
璃
囲
む
龍
子
の
画
室
風
光
る

�

中
央
四
丁
目　

堀
川　

利
枝

ひ
ら
が
な
で
か
い
て
み
た
く
て
さ
く
ら
の
句

�

中
央
四
丁
目　

清
水　

治
子

母
と
見
し
桜
が
今
日
は
満
開
に

�

大
森
北
五
丁
目　

山
﨑　

利
一

つ
く
し
ん
ぼ
春
が
き
た
よ
と
顔
出
し
て

�

南
馬
込
三
丁
目　

青
柳　

裕

孫
三
才
は
じ
め
ま
し
て
の
花
祭
り

�

新
蒲
田
三
丁
目　

樋
口　

亜
茶
子

視
野
検
査
の
如
く
に
花
の
行
方
追
ふ

�

北
馬
込
二
丁
目　

濵
福　

秀
夫

舞
う
桜
黄
色
帽
子
を
追
い
か
け
て

�

荒
川
区
町
屋　

飯
嶋　

清
市

踊
り
子
に
合
わ
せ
て
踊
る
花
吹
雪

�

台
東
区
台
東　

関
根　

揺
華

句
読
点
ど
こ
で
打
た
う
か
散
る
桜

�

千
鳥
二
丁
目　

一
之
瀬　

も
も

大
好
き
な
父
と
話
し
て
桜
ま
つ
り

�

山
王
二
丁
目　

菊
田　

結
衣
子

花
ま
つ
り
さ
く
ら
き
れ
い
で
か
ん
ど
う
だ

�

西
馬
込
二
丁
目　

大
原　

優
華

マ
ス
ク
消
え
桜
の
に
お
い
し
み
わ
た
る

�

西
馬
込
一
丁
目　

桺
下　

嶺

西
馬
込
に
散
り
行
く
桜
を
見
る
窓
辺

�

矢
口
三
丁
目　

太
田　

俊
介

は
る
ぞ
ら
に
た
い
こ
と
お
ど
る
大
桜

�

中
馬
込
一
丁
目　

佐
藤　

有
紗

お
じ
さ
ん
も
花
び
ら
つ
け
て
ね
り
歩
く

�

西
馬
込
二
丁
目　

後
藤　

悠
太

今
年
ま
た
も
増
え
な
い
給
与
朧
月

�

仲
池
上
一
丁
目　

遠
野　

玖
柚

人
々
の
笑
い
に
合
わ
せ
降
る
桜

�

横
須
賀
市　

小
澤　

佳
久

曇
天
に
ぼ
ん
や
り
桜
の
灯
り
か
な

�

中
馬
込
三
丁
目　

古
畑　

正
太
郎

マ
ス
ク
せ
ず
桜
満
開
ぼ
く
笑
顔

�

北
馬
込
一
丁
目　

橋
本　

勝
明

ま
た
来
年
み
ご
と
な
さ
く
ら
ち
る
さ
く
ら

選
評

〈
特
選
〉�南
馬
込
四
丁
目　

亀
田　

大
陽

あ
り
が
と
う

さ
く
ら
散
ら
ず
に
い
て
く
れ
て

今
日
は
馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り
の

日
。楽
し
み
で
、き
の
う
は
天
気
予
報
と

に
ら
め
っ
こ
。雨
が
降
っ
た
ら
、風
が
吹

い
た
ら
と
、
ず
っ
と
は
ら
は
ら
し
て
い

ま
し
た
。で
も
、こ
の
満
開
の
桜
並
木
！

〈
実
行
委
員
長
賞
〉

�

西
馬
込
二
丁
目　

羽
太　

珠
理

引
越
し
の
初
日
に
出
会
う
大
桜

初
め
て
の
街
で
始
ま
る
新
生
活
。
み

ん
な
新
鮮
な
も
の
ば
か
り
で
心
は
弾
み

ま
す
。
と
り
わ
け
応
援
し
て
く
れ
る
の

は
馬
込
の
桜
並
木
。「
は
じ
め
ま
し
て
」、

満
開
の
桜
に
あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
歩
き

ま
す
。

〈
馬
込
特
別
出
張
所
長
賞
〉

�

横
浜
市
旭
区　

野
口　

美
優

久
し
ぶ
り
桜
が
み
ん
な
を
ま
っ
て
い
た

４
年
ぶ
り
の
大
桜
ま
つ
り
。み
ん
な
と

こ
こ
で
交
わ
す
笑
顔
も
久
し
ぶ
り
。そ
し

て
一
番
わ
た
し
た
ち
を
待
っ
て
い
て
く
れ

た
の
は
こ
の
満
開
の
桜
並
木
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
ほ
ら
、
こ
ん
な
に
輝
い
て
。

選
者 

鈴
木
章
和　
俳
句
結
社「
翡か
わ
せ
み翠
」主
宰

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
専
任
講
師

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）
に
結
成

さ
れ
、
現
在
、
馬
込
の
全
町
会
と
合
同

で
、
青
パ
ト
車
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
隊
長
の
佐
伯
誠

さ
ん
と
会
計
の
石
川
寛
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

青
パ
ト
車
と
は
別
に
、
週
１
回
、
三

本
松
交
番
を
夜
７
時
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、

週
替
わ
り
で
馬
込
の
各
地
域
の
公
園
・

道
路
を
、
徒
歩
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
馬
込
の
イ
ベ
ン
ト（
桜

ま
つ
り
、
子
ど
も
ガ
ー
デ
ン
、
盆
踊
り
、

祭
礼
、
月
見
会
な
ど
）
ご
と
に
、
警
備

を
担
当
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
登

校
の
折
、
馬
込
第
三
小
と
わ
く
わ
く
公

園
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル
、
朝
７
時
15
分

か
ら
毎
日
で
す
！

今
年
２
月
に
は
馬
込
の
小
学
校
４
校

で
３
年
生
を
対
象
に
、
青
パ
ト
車
と
と

も
に「
防
犯
教
室
」を
行
い
ま
し
た
。

Ｍ
Ｓ
Ｐ
に
昨
年
10
月
、
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
受
賞
の
あ
っ
た
こ
と
は
、１
２
５

号
で
も
掲
載
し
ま
し
た
。
馬
込
の
防
犯

活
動
に
Ｍ
Ｓ
Ｐ
は
大
活
躍
で
す
！

～
令
和
５
年
10
月
９
日（
月
祝
）

◎
熊
谷
恒
子
記
念
館（
TEL�

3773
︱
0123
）

●
施
設
の
延
命
化
工
事
延
長
の
た
め
令

和
６
年
９
月
30
日
ま
で
臨
時
休
館

◎
馬
込
図
書
館（
TEL�

3775
︱
5401
）

●
馬
込
文
士
村
展
示　

隔
月
で
入
替

（
詳
細
は
馬
込
図
書
館
ま
で
）

◎
郷
土
博
物
館（
TEL�

3777
︱
1070
）

●
特
集
展
示「
再
発
見
！
上
沼
部
の
横

穴
式
石
室
」令
和
５
年
４
月
20
日（
木
）

～
令
和
５
年
７
月
23
日（
日
）

●
特
集
展
示「
洗
足
池
周
辺
の
遺
跡
た

ち
」
令
和
５
年
７
月
25
日（
火
）
～
令

和
５
年
９
月
24
日（
日
）

●
特
集
展
示「
大
田
区
の
昆
虫〔
仮
〕」

令
和
５
年
７
月
11
日（
火
）
～
令
和
５

年
９
月
24
日（
日
）

●
写
真
展「
写
真
で
み
る
大
田
区
の
歩

み
」令
和
５
年
７
月
11
日（
火
）～
令
和

５
年
９
月
24
日（
日
）

４
年
ぶ
り
の
大
桜
ま
つ
り
は
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
て
大
盛
況
で
し
た
。
散
っ

て
し
ま
う
の
で
は
と
心
配
さ
れ
た
桜
も

ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

学
校
か
ら
だ
け
で
な
く
、
会
場
で
の

一
般
か
ら
の
俳
句
応
募
も
１
７
０
句
を

超
え
、
久
し
ぶ
り
の
掲
載
と
な
り
ま
し

た
。
大
桜
ま
つ
り
の
準
備
か
ら
実
施
・

運
営
に
関
わ
ら
れ
た
方
々
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

今
、
都
市
部
だ
け
で
な
く
日
本
全
国

で
の
農
業
の
衰
退
に
伴
い
、
食
料
の
自

給
が
で
き
な
い
日
本
が
大
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
行
わ
れ
て
い

る「
野
菜
と
花
の
品
評
会
」。
馬
込
で
農

業
を
続
け
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
は
心
強
い
限
り
で
す
。

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 （木）　　発 行　　 第１２７号

馬
込
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

（
MSP
）の
ご
紹
介


